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小倉御坊　永照寺だより

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

モバイルは
このマークをカメラで
読み込んでください。

http://www.eishouji.or.jp/
ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。

永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も
合わせてご覧いただければ幸いです。
左記のホームページ内に移転しました。北九州      　永照寺

離れて暮らすご家族にもオススメください。

●お経本は床に置かないでください。

●毎月16日は親鸞聖人命日（おあさじ）にお参りください。

●住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、
   早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

永照寺 【 開門・閉門の時間 】 ●    開門…6時 30分　●閉門…18時●    開門…6時 30分　●閉門…18時
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18日（日） 婦人会例会 お休みです。

宗祖ご命日16日（金） お盆参りのため、お休みします。

8月の行事予定

コールカンタカ 【練習日】

14時～永照寺本堂8月26日（月）

宗祖命日 7月の参拝者 順不同 ： 敬称略8名

中村 加代子
（小倉北区）

天神 光介
（小倉南区）

天神 正行
（小倉南区）

本多 義宏
（門司区）

延吉 政彦
（小倉南区）

増田 和久
（小倉南区）

﨑田 元信
（小倉南区）

岡本 隆夫
（小倉南区） 寺報懇志御礼 有冨 ムネ子 様

お盆（歓喜会）のお参りについては、事前に葉書をお配りして、できる限り拘束時間を少なくするよう

努力していますが、沢山の軒数のお参りと日にちが迫ってお休みされる方もあり、

お葉書の時間より早くなったりお待たせすることもあると思います。どうかご容赦ください。

今年の法務に携わるのは永照寺からは前住職、住職、野平松幸、高尾敬信の4名です。

その他は　佐々木 縦横さん（熊本県山鹿市 常法寺）  萼 弘誓さん（熊本県八代市 崇光寺） 

雲藤 自然さん（島根県出雲市 西念寺）がお手伝いに来てくださいます。

暑い日が続きますので、どうかお身体ご自愛ください。

例年お参りに伺うのにお葉書が届いていない方、

また諸事情でお盆参りを中止されるかたはご一報くださいませ。

ご門徒の皆様にはいつもお世話になっております。

はなぶさこうせいさ  さ  き   じゅうおう

うんどう   じ ねん
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お盆は多くの軒数のお参りの為、ご門徒の皆様の希望を全て聞くことが難しく、

日にちを一方的に決めてお参りする形をとっていますことご容赦願います。

都合の悪い方はどうぞ合同盆法要にお参りください。

永照寺本堂
二胡奏者
エレクトーン

【 二胡奏者・医学博士　姜 暁艶（ジャン ショウイェン）さん プロフィール 】

倉田 香織
さん
さん

姜 暁艶

すでに葉書を配っています。例年お盆参りをされている方で、お手元に葉書が届いていない方はご一報ください。

お盆はお寺で合同盆法要

 時間:15時～
火8/13

 時間:15時～

8/11日

 時間:15時～

8/12 月

という方のためにという方のために

●本堂で住職か前住職がお勤め、ご法話をさせていただきます。  
●過去帳、位牌をお持ちください。
●初盆の方はご相談ください。  ●わからないことがあれば、お電話ください。　　

当日受付いたしますので
事前のご予約は
不要です。

届いた葉書の日時は
都合が悪い。

納骨堂、墓地にお参りをするので、
お寺でお勤めして欲しい。

家にお参りに来てもらうより、 
お寺に行くほうがいい。

お参りする日時を記載した

永照寺仏教婦人会１１０周年  記念コンサート

葉書を配る

●何日何時というところまでは難しいですが、目安になる時間をお知らせいたします。
●お参りをお休みされる方はお寺までお知らせください。このような状況ですので遠慮なくお申し付けください。

毎年、お盆参りをさせていただいている方へのご案内です。毎年、お盆参りをさせていただいている方へのご案内です。

今までお盆参りをしていなくて
新たに始めたい方もご連絡ください

ぶっせつ あ  み  だ きょう

ぶっせつ むりょうじゅきょう
●初盆は『仏説阿弥陀経』、御文章をお勤めします。　

●普通のお盆参りは『仏説無量寿経』の讃仏偈、御文章をお勤めします。
お勤めについて

コンサートを鑑賞希望されるかたはお手数ですが、応募葉書に切手を貼って投函してください。
９月１日以降に入場整理券を発送します。電話での受付はしませんのでご容赦ください。

ジャン   ショウイェン

※

永代経法要のご案内永代経法要のご案内

朝／10：00～
※１２時までには終了します。 ※１２時までには終了します。

朝／10：00～

9/16 月

期　日

13：00～16：009/18 水

9/17火

講師 ： 松嶋 智譲  師 （中津市）

●懇志袋は永照寺だより9月号に同封予定です。
　お寺にもご用意しております。
●お斎の接待はありません。
●懇志上納者の堂内掲示は控えます。
　後日寺報にて掲載いたします。
●16日の7時のお朝事はありません。
●感染予防の為、地区総代による法座案内の
　配布をご遠慮させていただいています。
●9月18日の婦人会は法要にふりかえます。

　中国大連市生まれ、5歳から二胡を学ぶ。広島大学医学部客員研究員として1997年来日。
2002年3月広島大学で医学博士号取得。現在、「いのちの尊さ・平和への願い」、「慈しみの心・世
界へ響け」をテーマに、日本各地やアメリカで数百回を超える仏教講演会や二胡コンサート、テレ
ビ出演をしている。二胡演奏や作曲にとどまらず、舞台監督など総合プロデューサー、ステージ
ファッションデザイナーとして幅広いジャンルで活躍している。 
　全国仏教伝道協会の50周年記念仏教音楽祭、全日本仏教会「絆」、東京都仏教連合会「成道会
の集い」に出演、アメリカロサンゼルス、ハワイ、日本の各地教区の「親鸞聖人750回大遠忌法要」、
「親鸞聖人御誕生850年慶讃法要」、仏教婦人会・壮年会、報恩講法要などで仏教講演と二胡コ
ンサートを行う。2019年1月1日 国宝の西本願寺御影堂で新年を迎える「姜暁艶二胡＆雅楽コラ
ボレーションコンサート」を演奏。東京築地本願寺銀座サロンにて「音楽・医学・仏教で心を元気
にする～心の処方箋(33箋)」を開講し、好評を博している。
　近年、東洋古典楽器の雅楽や二胡と西洋楽器とコラボし、伝統音楽と現代音楽を融合させ、新
境地を開いている。「姜暁艶Withスペシャルゲスト東儀秀樹コンサート」開催。

ＣＤ「平和の響」、「追憶」、「弦の舞」、「時空」、「いのちの季節」など21枚リリース。
著書「幸せへの扉」も好評発売中。http://www.niko-jiang.com/姜暁艶HP⇒ 

「永代に渡ってお経が読まれる」（永代読経）という意味で、

お寺が永代にわたって存続し、み教えが代々引き継がれるようにと願って営まれる法要です。

永代経法要とは？

（配布済です）

コールカンタカ合唱団２０周年

無料




